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携帯電話の周波数帯
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PHSとの干渉のため、
2012年まで割当て不可
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ＦＤＤ方式 ＴＤＤ方式

2012年７月以降、アナログテ
レビ放送の終了後、700MHz
帯と対で使用可能

１５ＭＨｚ×２

２９MHz×２
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1.5GHz帯

NTTドコモ
11MHz

ツーカー
20MHz

ボーダフォン
23MHz

他の無線システム
による使用等

既存の携帯電話用周波数帯の状況

800/900MHz帯
ＫＤＤI
30MHz

ＮＴＴドコモ
58MHz

他の無線システム
による使用等

30MHz30MHz 30MHz

2GHz帯
PHSとのガードバンド

ＴＤＤ方式

1919.6 1925 1940 1945 1960 1965 1980 2110

2115 2130

2135 2150 2155 21702010 2025 2200

移動衛星業務↑

ルーラル加入者無線
宇宙運用（地→宇）

1884.5

PHS 移動衛星業務↓

KDDI ドコモ ボーダフォン

1429 1439 1465
1468

1477 1487 1513 1525
1516

1429 1439 1443 1453 1465
1468

1477 1487 1513 1525
1516

1491 1501

（東名阪

以外）

（東名阪）

2

820 840 860 880 900 920 940 960800720 770

FPU/
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２ 電波利用システムごとの周波数再編に関する基本方針
(1) 移動通信システム

移動通信システムについては、今後の高度化・利用拡
大（第３世代利用拡大から第４世代への発展に向け、電
波政策ビジョンでの周波数需要予測を踏まえ、中期的（５
年以内）には、1.7GHz帯、2.5GHz帯を中心に約330～
340MHz幅、長期的に（１０年後）には５～６ＧＨｚ帯以下に
おいて最大で約１．３８ＧＨｚ幅（現在の約５倍程度）の周波
数を移動通信システム用として確保するよう再編を検討
する。

周波数の再編について（平成１５年１０月１０日公表、抜粋）

携帯電話用周波数帯の再編に関する基本方針
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BSS（プランバンド（音声衛星放送）

公共業務用（固定）

FDD↑ FDD↓

航空機公衆用（国際的に使用可能とされている周波数であり、現在、国内では使用されていない。）

1710 1800 1805 1885

1710 1785 1805 1880

1.7GHz帯

○ ITU勧告における使用プラン

30MHz30MHz 30MHz

2GHz帯
PHSとのガードバンド

ＴＤＤ方式

1919.6 1925 1940 1945 1960 1965 1980 2110

2115 2130

2135 2150 2155 21702010 2025 2200

移動衛星業務↑

ルーラル加入者無線
宇宙運用（地→宇）

1884.5

PHS 移動衛星業務↓

KDDI ドコモ ボーダフォン

2500 2560 2580 2610 2630 2690

○ ITUにおいて検討されている使用プラン案

FDD↑ FDD↓

TDD/FDD↓

○ 日本における割当て

移動衛星業務↓ 移動衛星業務↑

○ 日本における割当て

2500 2535 2605 2655 2690

2.5GHz帯

新たに携帯電話用として使用できる周波数帯

700/900MHz帯

FPU/
ラジオマイク

2012年7月～： 現在ｱﾅﾛｸﾞTVで使用中の700MHz帯と900MHz帯の対で
新たな移動業務用周波数として使用可能

710 722 768 810 815 830 845 860 875 890 905 958

※ 710～722MHzについては
2006年までに見直し予定

※

715



800MHz帯における携帯電話周波数の移行方針案の概要

合計６０ＭＨｚ幅に集約
既存事業者の使用周波数幅

合計８８ＭＨｚ幅

ＫＤＤIＮＴＴドコモ
現状 (~2012年） 他の無線システム

による使用等

ＮＴＴドコモ ２９ＭＨｚ × ２
ＫＤＤＩ １５ＭＨｚ × ２

820 840 860 880 900 920 940 960

820 840 860
880 900 920 940 960

将来 (2012年～）

800720 770

FPU/
ラジオマイク

アナログＴＶ放送

800720 770

FPU/
ラジオマイク

2012年7月～： 現在ｱﾅﾛｸﾞTVで使用中の700MHz帯と対で
新たな移動業務用周波数として使用可能
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740 760

740 760



820 840 860 880 900 920 940 960800

携帯電話端末が使用する周波数

基地局からの制御信号
（使用するチャンネルを指示）

D B C A
B

A

D

B

C

基地局からの制御信号により、
その時点で空いている
周波数（チャンネル）を使用

A D C

基地局からの電波
端
末
か
ら
の
電
波
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